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 現地調査の対象とした横浜市内 236 地点における止水性水生昆虫の出現種数の比較
を行った。また、止水性水生昆虫の出現に影響を及ぼしていると考えられる環境要素と
各地点の出現種数から重回帰分析及び相関分析を行ったところ、出現種数に影響を環境
要素として、生息地から 50m の距離内に隣接している林地の総面積、調査地の水辺面
積、土畝の面数、水際に植物が生えている面数、水辺の内部に生えている植物量の割合
が影響を及ぼしているのではないかと推察された。 
 
第5章 止水性水生昆虫の群集形成に及ぼす環境要因 
多変量解析により種の序列に基づく分類手法である TWINSPAN法を用いて、止水性
水生昆虫群集を区分した。また区分された群集がどのような環境要素に影響を受けて形
成されているのか、群集内に属した種と、設定した環境要素を用いて重回帰分析及び相
関分析を行った。その結果、横浜市内では 6つの止水性水生昆虫群集が存在し、更に群
集によって群集形成に影響を及ぼす環境要素が異なることを明らかになった。このこと
は、今後ある場所にどのような条件を具備した環境を整えれば、どのような種を含む止
水性水生昆虫群集が形成されるのかを予測したり、目標となる群集を事前に設定できる
など、重要な示唆を与える成果が得られた。 
 
第6章 結論及び今後の課題 
 本研究において、横浜市において生息する止水性水生昆虫の種数の増減に影響を与え
ている要素として、50m 以内に隣接する林地の総面積などの環境要因が抽出でき、こ
れらと全 236調査地点で出現種数が多かった地点との照合から、多様性が高い環境とし
て「谷戸田」の環境が止水性水生昆虫の重要な生息地になっていることを明らかにする
ことができた。また谷戸田以外の地点でも、水際に植物が生えている面数、水辺の内部
に生えている植物量の割合が多いことが止水性水生昆虫の生息にとっては重要な要素
になることも明らかにできた。群集形成に影響を及ぼす環境要因に関する解析において
は、横浜市内には少なくとも 6つの止水性水生昆虫群集が形成されていることがわかっ
たが、群集間をまたいで出現する種の環境要因など、今後の課題も明らかになった。そ
の他、種の多様性に必要な環境要因及び群集形成に必要な環境要因では取り扱わなかっ
た農薬や外来生物との関係については、今後の課題とした。また、本研究で明らかとな
った環境要因を備えたビオトープを再現し、実際に予想した種が出現するのかや、群集
が形成されるのかについては、今後の検証を要する旨を述べたが、すでに横浜市内の小
学校内に異なる条件を備えたビオトープを造成して、本研究で明らかとなった環境要因
の整備と出現種との関係を検証中である。今後の継続したモニタリングを必要とするが、
設定した環境要素に対応した群集（本研究における E、F群集）での生息が期待される
種が出現してきているなど、ほぼ予想通りの種の出現が検証されつつある。更に、横浜
市における止水性水生昆虫の保全に向けて、普及啓発を目的に横浜版レッドデータブッ
クの作成を提案した。 
 
以上をまとめると、 
 本研究論文は、我が国の高度経済成長に伴って都市化された地域（横浜市）の水辺に
おいて、急速に減少したと考えられる止水性水生昆虫の現状と生息環境要因を明らかに
したものである。本研究の成果によって、どのような環境要素を具備すれば、どのよう
な止水性水生昆虫群集が再生可能であるのかという理論的な検証ができることとなり、
研究対象とした横浜市以外の都市部においても、ビオトープなどの水辺環境の再生や造
成時の基本構想や実施設計にあたって有効な情報を提供するとともに、貴重な止水性水
生昆虫の保全にも大きく寄与するなど、貴重な研究と評価できる。 
以上から本研究論文は、博士（環境情報学）の学位論文に値するものと判断する。 
 
 
